
１ 日 時    令和２年９月２日（水）１４：３０～１５：２０ 

２ 学年・学級  ２年Ｄ組（男子１９名 女子１７名 計３６名） 

３ 場 所    ２年Ｄ組教室 

４ 単元について 

 

 

 本単元は中学校学習指導要領（平成 29 年告示）第２章第２節数学科の内容項目Ｃ「関数」の中の（１）

「１次関数」の内容である。 

 本単元では，次のような資質・能力を育成することと示されている。 

 

 

 第１学年では，具体的な事象における二つの数量の変化や対応を調べ，関数関係について理解し，比

例，反比例を関数として捉え直した。そこでは，変数と変域や座標について理解するとともに，比例，

反比例の関係を表、式，グラフなどで表し，それらを関連づけながら変化や対応の特徴を考察すること

や，比例，反比例を用いて具体的な事象を捉え考察し表現することを学習している。 

第２学年では，第１学年と同様に具体的な事象における２つの数量の変化や対応を調べることを通し

て，１次関数について考察する。これらの学習を通して，関数関係を見いだし考察し表現することがで

きるようにする。 

 

  

 

 

 本学級の生徒は，「わからない」「教えて」という声を出すことが多く，あきらめてしまいそうになり 
ながらも，なんとか頑張ろうとしてきた。わからないところや疑問に思ったところを質問したり，それ 
に答えたりすることができる生徒が多いが，自分から聞くことができない生徒もいる。毎時間の課題の 
取り組み方が不十分であったり，できていなかったりする生徒がいるので，家庭学習の定着についても 
課題がある。 
 ６月に実施した標準学力調査では，「関数」領域の正答率が 50.9％で，全国平均正答率を 4.3％下回っ

ている。問題別にみると，「比例関係での x,y の値の変化の関係について理解している」は，正答率が

77.1％で，全国平均正答率を 3.1％上回っている。一方、「比例の式から，比例のグラフをかくことがで

きる」は，正答率が 38.2％で，全国平均正答率を 15.8％も下回っている。比例や反比例について，表、

（２）生徒観（調査結果等から見る課題） 
 

 
 

１次関数 

数学科 第２学年 尾道市立高西中学校 指導者 脇川 倫栄 

単
元
名 

本校の育成する資質・能力 知識・技能 思考力・判断力・表現力 主体性・協働性 

（１）単元観 
 

ア 次のような知識及び技能を身につけること。 

（ア）１次関数について理解すること。 

 （イ）事象の中には１次関数として捉えられるものがあることを知ること。 

 （ウ）２元１次方程式を関数を表す式とみること。 

イ 次のような思考力，判断力，表現力等を身につけること。 

 （ア）１次関数として捉えられる２つの数量について，変化や対応の特徴を見いだし，表，式，

グラフを相互に関連付けて考察し表現すること。 

（イ）１次関数を用いて具体的な事象を捉えて考察し表現すること。 



式、グラフを関連づけて考えることができていないと考えられる。 
 
 

 

  

本単元で重視したいのは，これまでに学習した，文字式，比例，１次方程式や連立方程式などと関連 

づけてとらえることができるようにすることである。特に，比例関係は，１次関数の特別な場合である 

（y=ax+bで b=0 の場合である）ことを理解させ，１次関数をグラフで表すことやグラフから読みとる 

ことができるようにさせたい。また，連立方程式の解き方をグラフと関連づけ，数式領域と関数領域の 

つながりを実感させることで，数学的な考え方に広がりをもたせたい。 

 

 

 

 

 

・１次関数についての基礎的な概念や原理・法則などを理解するとともに，事象を数学化したり，数学

的に解釈したり，数学的に表現・処理したりする技能を身につける。【知識・技能】 

・関数関係に着目し，その特徴を表，式，グラフを相互に関連付けて考察し表現することができる。【思

考力・判断力・表現力】 

・１次関数について，数学的活動の楽しさや数学のよさを実感して粘り強く考え，数学を生活や学習に

生かそうとする態度，問題解決の過程を振り返って評価・改善しようとする態度を身につける。【学び

に向かう人間性】 

 
 
 
 
 

資質・能力 本校が育成を目指す資質・能力 本校が育成を目指す資質・能力を身に付けさ

せるための手立て 

知識・技能 

１次関数についての基礎的な概

念や原理・法則などを理解し，事

象を数学的に表現・処理するこ

とができる。 

プリント学習や小テストを行うことで，定着

度を知り，その後の学習につながるようにす

る。 

思考力・判断

力・表現力 

関数関係における特徴を，表，

式，グラフを相互に関連付けて

考察し表現することができる。 

なぜそうなるのか，なぜそう思うのかを考え

る場や他の生徒の意見を聞く場をもうけたり

することで，根拠を述べることができるよう

にする。 

主体性・協働性 
他者の考えを認め，多様な考え

をもとに，考えを深めようとし

ている。 

答えを求める課程や表現方法など，意見交

流を通して自分の考えを再考することがで

きるようにする。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

単元の目標 

（３）指導観（指導改善のポイント） 
 

本校で育成を目指す資質・能力と評価規準との関わり 

 



 
 
 
 
 

ア 知識及び技能 イ 思考力，判断力，表現力等 ウ 学びに向かう力，人間性等 

①１次関数について理解してい

る。 

②事象の中には１次関数として

捉えられるものがあることを

知っている。 

③２元１次方程式を関数を表す

式とみることができる。 

④変化の割合やグラフの傾きの

意味を理解している。 

⑤１次関数の関係を表，式，グラ

フを用いて表現したり，処理

したりすることができる。 

①１次関数として捉えられる２

つの数量について，変化や対

応の特徴を見いだし，表，式，

グラフを相互に関連付けて考

察し表現することができる。 

②１次関数を用いて具体的な事

象を捉え考察し表現すること

ができる。 

①１次関数について考えようと

している。 

②１次関数について学んだこと

を生活や学習に生かそうとし

ている。 

③１次関数を活用した問題解決

の過程を振り返って評価・改

善しようとしている。 

 

 

 

 

 

 

 

次 学習内容 

評     価 

評価規準（評価方法） 

【評価規準，資質・能力】 

１ 

・飲み物がいつまで冷たく保てるかを，説明書に
書かれた時間と温度をもとにして予想し，その
方法を説明する。 

 

身のまわりには，２つの数量関係を１次関

数とみなして問題を解決できる場面があ

ることを理解することができる。（ノート，

振り返りシート）【ア-②，ウ-②，知，主】 

２ 

・具体的な事象の中の２つの数量の間の関係を１
次関数とみなして，問題を解決する。 

具体的な事象を１次関数でとらえ，それを

利用して問題を解決できる。（ノート，振り返

りシート）【イ-②，思】 

３ 
(本時) 

・１次関数のグラフを利用して，身のまわりの問
題を解決する。 

具体的な事象を１次関数でとらえ，そのグ

ラフを利用して問題を解決できる。（ノー

ト，振り返りシート）【イ-②，ウ-②，思，主】 

４ 

・１次関数のグラフを利用して，身のまわりの問
題を解決する。 

具体的な事象を１次関数でとらえ，そのグ

ラフを利用して問題を解決できる。（ノー

ト，振り返りシート）【イ-②，ウ-②，思，主】 

５ 

・図形の辺上を動く点によってできる図形につい
て，面積の変化を調べ，式やグラフで表す。 

１次関数の関係を，変域ごとに考え、式や

グラフで表すことができる。（ノート，振り返

りシート）【ア-⑤，知】 

指導と評価の計画 

単元の評価規準 



 

 

 

 

 

（１）本時の目標   

    １次関数のグラフを利用して，身のまわりの問題を解決することができる。 

                     （思考力・判断力・表現力／学びに向かう力・人間性） 

（２）観点別評価規準 

Ｂ Ａ Ｃ 

２人が進むようすをグラフで表す
ことができ，２人が最後にすれち
がうところがグラフでどこになる
かを理解することができる。 

２人が最後にすれちがうところが
グラフでどこになるかを説明する
ことができ，それが何分後である
かを求める方法を理解することが
できる。 

２人が進むようすをグラ
フで表すことができる。 

 

（３）準備物   

  ワークシート，ノート 

 

（４）学習の展開 

 
学習活動 

◇指導上の留意事項 
◆「努力を要する」状況と判断した

生徒への指導の手だて 

評価規準 
（評価方法） 

導

入 
 

①生口橋について，因島と生口島を結ぶ

橋であることを確認する。 
 
②２人のやりとり（前半）を紹介する。 
 
③めあての提示  
 
 
 

 
 
 
 
◇「２人はそれぞれ一定の速さで進む

ものとする」ことで，グラフが直線

になることを確認する。 
 

 
 
 
 
行動観察 

展

開 
① 
 

④２人の進む様子をグラフに表す。 
 
 
 
 
 
⑤２人のやりとり（後半）を紹介する。 
「20 分間で，美咲さんが大輝さんに何

回追いこされるか」を考える。 
（個人思考）→（全体交流） 
 
 

◇美咲さんのグラフから考え，それを

参考にして大輝さんのグラフを考

える。 
◆美咲さんの出発点と往復したとき

の時間からグラフを考える。 
 
 
 
 
◇「すれちがう」と「追いこされる」

のちがいを確認する。 

ワークシート 
 
 
 
 
 
 

本時の学習 

本時のめあて 
「２人がすれちがう時間の求め方を理解することができる。 



展    

開 
② 

⑥⑤のことから，２人が最後にすれちが

うところが，グラフでどこになるかを

確認する。 
 
⑦何分後になるかをどうすれば求める

ことができるかを考える。 
（集団思考）→（全体交流） 
 
⑧２本の直線の式を求め，それらの交点

の座標を求める。 
 
 
 
 
 
 
 
⑨２人が最後にすれちがうのは，スター

トしてから○分○秒後か答える。 
  
 
 
 

◇グラフの交点が，「すれちがう」か

「追いこされる」ところを表して

いることをおさえる。 

 

◇交点の座標をどうすれば求めら

れるか，既習事項で思い出させ

る。 

 

◇どの２直線の交点になるかをお

さえる。 

◇2 点を通る直線の式の求め方を思

い出させる。 

◆まず，グラフの傾きの求め方を確

認する。 

◇２つの直線の式を連立させて解

くことで，交点の座標を求めるこ

とができる。 

◇○分○秒後の○にあてはまるよ

うに答える。 

ワークシート 
 
 
 
行動観察 
 
 
 
ノート 
 

振

り

返

り 

⑩振り返りを書く。  
 
 
 
 

 

振り返り 

 

○生徒の振り返り例 
・２人の進み方をグラフで表すことができるということがわかった。 
・グラフ（直線）が交わっているところは，２人がすれちがう時と大輝さ

んが美咲さんを追いこす時があるとわかった。 
・２人が最後にすれちがう時間は，交点の x 座標を求めればよいことが

わかった。 
・２つの直線の式は，２点を通る直線の求め方で求められるので，それら

を連立させて解けば，交点の座標を求めることができる。 
・グラフに表すことで，２人の進み方がわかりやすくなると思った。 
・身のまわりの他のことでも，グラフに表して考えることができるのか知

りたい。 


